
 

 

日時：平成２８年８月２２日（月） 場所：鳥取県立福祉人材研修センター 

【ねらい】講演及び小学校教諭の保育園における長期社会体験研修の実践発

表を通して、幼児教育と小学校教育の円滑な接続への理解を深め、

保幼小の学びをつなぐ連携の推進を図る。 

【研修の様子】 

１ 実践発表  「保育から小学校教育への円滑な接続をめざして」 

  〈発表者〉 鳥取市立若葉台小学校     教 諭 泉 直美 氏 

        鳥取福祉会 わかば台保育園  副園長 森岡 優子 氏    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

        

２ 講義 「学びをつなぐ～幼保・小をつなぐ連携のあり方～」大垣女子短期大学教授 西川正晃 氏    

①学びをつなぐとは 
 幼児期における「学び」とは、心が動くときめきから始まる活動・経験であり、結果ではなく遊び込む（く

り返す）活動・経験である。幼児期は、「心が動く」遊びを「くり返す」というプロセスを踏みしめることで、

知識や技能、コミュニケーション能力、道徳性など様々な要素を獲得し、蓄積していく。これを受けて、小学

校では、幼児期に獲得した要素を系統的に鍛え、高めていく。幼児期に育てた主体的に学ぶ姿勢は「アクティ

ブ・ラーニング」へ、くり返す学び方は「探究的な学習」へとつながっていく。 

②保幼と小学校をつなぐ連携の考え方 

○小学校教育 遊びの中にみられる学びの本質を知る。 

   

 

 

 

○幼児教育 小学校以降に展開される学びに責任を保つ。 

※交流を目的としない。交流はめざす子どもに育てるための手段 

 であり、子どもの生活の必要感や必然性からはじまる交流を。 

 
【参加者の感想】 
◇ 交流をすることが大切なのではなく、学びの芽生えをつないでいくことが大切である。連携の本当の目的を忘れて

はいないか、もう一度、園内で話し合いたいです。そして、「心が動く保育」を目指したいです。 

◇ 自発的、探究的、主体的な子どもに育てて小学校に入学させているか、考えさせられました。日々、しっかり実践し

ていくことが連携の土台だということ、連携する相手に求めるのではなく各々の立場で責任を果たしていくことが

大切だと感じました。 

◇ 幼児教育には遊びの中に学びがある、小学校教育の土台を育てて 

 いることが分かりました。小学校では、それを生かす教育をする 

 必要があると感じました。 

◇ 遊びの中で学んだ経験や知恵をもって入学していると思いつつ 

 も、「させていること」が多いと感じました。待ち、見守ると 

 いう構えをもってかかわっていこうと思います。 

「心が動く保育」に取り組むこと

が、学びをつなぐ土台となります。

小学校では、幼児教育の成果を踏ま

えた学習を展開することが学校生

活への適応につながります。 
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 「学 び を つ な ぐ 
  ～幼保・小をつなぐ連携のあり方～」 

主体的（結果にとら

われない）・自発的
（自分たちで展開す

る）・探究的（もっ

としたいと意欲や追

究心が湧き上がって

くる）遊びを展開し

ていますか。 

泉教諭 保育園と小

学校の共通点と相違点

に注目た取組。 

泉教諭 スタートカリキュラム 

幼児期の学びを生かした「ともだ

ちタイム」の設定。 

森岡副園長 
就学前に大切にし

たいことを明確に

した上でのアプロー

チカリキュラム編成・

見直し。 

森岡副園長 
保小で共有した課題をも

とにした今年度の実践。 

幼児期に芽ばえる「学び」の本質を共有し、 

学びの連続性を意識したカリキュラムの編成と実践・検証・改善 
お互いが学びの連続性を踏まえて、子どもの「今」を的確にとらえた教育を。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=47700

